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満身創痍のゴールとなった昨年の熊本城マラソンから１年……｡ ゴール付近で私の頭に鳴

り響いていた ｢山口百恵の これっきり これっきり もお これっきり……｣ はいつの間

にか ｢ロッキーのテーマ曲｣ に代わり､ 気がつくと､ 身内の反対を押し切って熊本城マラソ

ンに再度応募していた｡ 不幸中の幸いか幸い中の不幸かよく分からないが､ 結果は見事に落

選｡ わが身の不運を嘆くも､ 冷静に考えれば ｢もう少し力をつけてから挑戦しなさい｣ とい

う神の思し召しなのかもしれない｡

なにが足りなかったのか……？月間200キロ､ トータル2000キロ超の走り込みで足の筋肉

は十分鍛えたつもりである｡ 足りなかったのは筋力ではなく腱力だった｡ 正確には筋力と腱

力のバランスが悪かった｡ 42.195キロを走りぬくには､ 長時間の筋肉の力強い収縮とそれを

支え続ける丈夫な腱が必要なのである｡ 丈夫な腱が存在してこそ筋肉収縮の効果は最大限に

活かされ､ 絶望的な足の損傷を招くことなくマラソン完走という結果につながる｡ 私の場合

筋と腱のバランスが悪かったので､ ２か月の間､ 義父の形見の杖が必需品となってしまった｡

筋肉の収縮とそれを支える腱の関係は､ 地域における医科と歯科の関係そのものである｡

医療技術の進歩は寿命を飛躍的に延伸させたが､ 同時に医療費も膨張し､ このままでは足の

損傷どころか国家財政が破綻してしまいかねない｡ 宮坂副会長の巻頭言 (平成26年11月号)

でも紹介されている新財政支援制度 (医療・介護サービスの提供体制改革のための新たな財

政支援制度) の目指すところは､ 効果的・質の高い医療確保と地域包括ケアシステムの構築

であり､ その胆の一つとして医療の機能分化と連携があるが､ 突き詰めれば､ 持続可能な医

療・介護サービスの提供体制の実現こそがその目的である｡ 医科が分化・専門化・高度化す

ればするほど､ それを包括的にサポートする歯科の役割が重要となってくる｡

近年､ 口腔の健康と全身状態やＱＯＬとの関係等に関する報告が多数出され､ そのエビデ

ンスが揃い始めている｡ また､ 口腔ケアや歯科治療が高齢福祉や周術期における各種合併症

等を予防・軽減するための重要な支持療法であるとの認識が浸透しつつある｡ そのような状

況下､ 本会においてはがん､ 回復期､ 糖尿病､ 早産等のテーマに対しての歯科からのアプロー

チとして､ 具体的な保健・医療・介護における連携の仕組づくりと運用が試みられている｡

医科の力強い活動を効率的・効果的なものにするための支持療法としての歯科の役割は､ ま

さに国家財政の悲劇的結末を回避するための地域保健・医療・介護の腱といえる｡
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１. 開会：中嶋副会長
２. 挨拶：浦田会長
皆さん､ 明けましておめでとうございます｡

１月も終わりに差し掛かりましたが､ 今年の
第１回目の理事会となります｡ 新年を迎えて
初めてお会いする先生もおられますので､ 改
めまして年頭のご挨拶を申し上げたいと思い
ます｡ 昨年は先生方のご協力､ ご努力のお陰
をもちまして､ １年を通して滞りなく無事に
会務を進めていくことができました｡ これも
偏に先生方のご努力の賜物と思います｡ あり
がとうございました｡
特に各医療連携については､ 他県では様々

な障害があり､ なかなか思うように進まない
という声を耳にしますが､ 本県では順調に進
行しています｡ しかし､ 現状に慢心すること
なく､ さらに推し進め､ 歯科医業､ そして医
療のめまぐるしい変化に遅れないようにしな
ければなりません｡ 引き続きどうぞ宜しくお
願いいたします｡ 平成27年度の地域医療介護
総合確保基金については､ 消費増税が先送り
されたことによる影響を心配していましたが､
予定通り､ 医療分野は904億円の予算を確保
しました｡ また､ 次年度からは介護分野にお
いても､ 724億円の新たな基金も創出される
ことになります｡ 介護に関する基金について
は､ 例えば認知症に関する問題等で歯科医師
会として関わることができる事業はないか､
日歯をはじめ各都道府県歯科医師会でも情報
収集を行っていますが､ それらを参考にしな
がら､ 本会でも今後検討していく必要があり
ます｡ この地域医療介護総合確保基金につい
て､ 今年度は７つの事業を進めていますが､
その中の ｢在宅歯科診療器材整備事業｣ にお
いては､ 会員の先生方へ案内をしたところ､
たくさんのお申し込みをいただきました｡ 順
調に各診療所に機材を整備していくことで在
宅歯科診療も充実していくものと思いますし､
26年度の基金事業を完遂することで､ 次年度
の事業へも繋がるものと思っています｡
その他､ さまざまな事業があり､ 各担当の先
生方はますます忙しくなられることと思います｡
しかし､ ｢忙｣ は心を亡くすと書きますが､ 仕
事に追われて何も為す事ができなかったという
ことがないように､ 心を養うことも忘れずに､
効率よく事業を進めていただければと思います｡
私たちの役員としての任期は６月で終わります
が､ 次期に繋げていくことも大事な仕事です｡
引き続きどうぞ宜しくお願いいたします｡

３. 会務報告
総 務：第19回理事会､ 第36・37回常務

理事会､ 第２回各郡市会長・専
務理事連絡会議､ ８０２０支援
事業・糖尿病歯周病医療連検討
会 (人吉市・宇土郡市)､ 県医
療・保健・福祉団体協議会臨時
理事会､ 九州各県専務理事会､
県地域医療情報ネットワーク協
議会

学 術：社会歯科学研究会冬季研修会
社会保険：社会保険個別相談会､ 保険個別

指導､ レセプトチェックセンター
地域保健：都道府県地域保健・産業保健・

介護保険担当理事連絡協議会､
８０２０支援事業・糖尿病歯周
病医療連携検討会 (人吉市・宇
土郡市)､ スモールチェンジ生
活歯援プログラム

広 報： ｢熊歯会報｣ １月号校正､ ２月
号編集､ テレメッセ打合せ

学校歯科：歯及び口腔の健康づくり指導､
県PTA共済審査委員会､ 県学
校保健会合同研修会

医療対策：医療相談・苦情事例報告
センター・介護：第１回 ｢在宅歯科診療に

おける他職種との連携｣､ セン
ターカルテ・会計チェック､ 九

１月28日(水) 午後７時より県歯会館第１会議室において浦田会長他全役員､ 伊藤学院長出席
のもと､ 議長を浦田会長､ 議事録署名人を久々山・西野両監事､ 浦田会長として第20回理事会が
開催された｡
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州・山口口腔ケアシンポジウム､
県老人クラブ連合会 ｢健康づく
り推進員｣ フォローアップ研修
会､ 在宅ネットワーク懇話会

総務・厚生・医療管理：がん連携運営研修
会､ 熊本院内感染対策研究会冬
季世話人会・県感染管理ネット
ワーク運営委員代表者会議､ が
ん診療・緩和ケア連携研修会

学 院：第３回学院役職員会､ 第３回学
院運営審議会

国保組合：九歯連役員会､ 九歯連協議会､
九州各県国保事務担当者連絡会

４. 報告事項
１. 退会会員について
・清水 弘光 会員 (第１種会員／熊本市)
61歳 平成26年12月22日 障害１級認
定による
・故 石浦 節子 会員 (終身会員／熊本
市) 88歳 平成27年１月１日ご逝去
・故 加藤 理恵 会員 (第１種会員／菊
池郡市) 57歳 平成27年１月16日ご逝
去

２. 叙位の授与について
・故 林 正之 会員 (熊本市) 正六位 ／
伝達式 平成27年１月20日(火) 県歯
会館
・故 工藤 喜孝 会員 (玉名郡市) 従六
位 ／ 伝達式 未定

３. 関係機関からの辞令交付について
・司法委員／熊本地方裁判所 前野 正
春 会員 任期：平成27年１月１日～
平成27年12月31日

４. 会長予備選挙の事前お知らせについて
役員等選挙の事前お知らせとともに､
選挙実施要領を添付し､ ｢熊本県歯科医
師会選挙管理委員会｣ の名称を記載した
封筒に封入して､ １月15日の会員宛て発
送物に同封した｡
５. 役員等選挙の事前お知らせについて
会長予備選挙の事前お知らせとともに､
選挙実施要領を添付し､ ｢熊本県歯科医
師会選挙管理委員会｣ の名称を記載した
封筒に封入して､ １月15日の会員宛て発
送物に同封した｡
６. 事業実施報告について

・総務・厚生・医療管理委員会
｢八代歯科医師会共催・熊本県歯科医
師会医療管理講演会｣
開催日時：平成26年12月６日(土)

午後３時～５時 受講者：61名
７. フッ化物の急性中毒量について

学校歯科委員会が作成し､ 配布してい
るフッ化物洗口に関するスライド資料に
記載されているフッ化物の安全性に関す
るデータについて､ 熊本県健康づくり推
進課より訂正するように求められたため､
スライドデータを修正して使用するよう
に会員宛に通知する｡
８. 会計10月末現況について
９. その他
○社保 (支払基金) 点数の再確認､ 変更
点について (中嶋副会長)
社保 (基金) での点数の解釈について
の確認事項､ 並びに今月より一部変更
される点についての説明がなされた｡
○日歯会長予備選挙について (浦田会長)
１月19日(月) 及び１月27日(火) に開
催された次期日歯会長予備選挙立候補
者演説会についての報告がなされた｡

５. 連絡事項
１. ２月行事予定について
２. その他
○新入会員研修会について(牛島常務理事)

６. 承認事項
１. 新入会員の承認について (承認)

第３種会員２名の入会について承認し
た｡
※26年度入会状況 (１月末予定) ：第１
種・17名､ 第２種・７名､第３種・15名

２. 名義後援使用依頼について (承認)
・ベロタッチ研修会／くまもと歯ぴーか
むカムひごまる協議会
・熊本県糖尿病ネットワーク研究会in天
草圏域／熊本県糖尿病ネットワーク研
究会
・第33回熊本春節祝賀会／熊本県日中協会
・熊本小児歯科懇話会第72回例会／熊本
小児歯科懇話会

以上の名義後援使用依頼について､ すべて
承認した｡
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７. 議題
１. 熊本市医療費助成制度に係る協定書に
ついて (承認)
熊本市子ども医療費助成制度､ 熊本市ひ
とり親家庭等医療費助成制度及び熊本市
重度心身障がい者医療費助成制度につい
て､ 熊本市と ｢熊本市医療費助成制度に
係る協定書｣ を取り交わすことについて
承認した｡
２. 国保連合会からの保険者間調整に係る
委任について (承認)
国民健康保険の加入者が､ 資格喪失後に
無資格で医療機関等を受診することに伴
い､ 資格過誤が発生した際に､ 保険者に
対して診療報酬債権を委任者に代わって
行使する権限を国保連合会に委任するこ
とについて承認した｡
３. 高齢者版ベロタッチマニュアルへの名
義掲載依頼について (否決)
ベロタッチの効果については､ 十分な学
術的根拠が示されていない､ 熊本市にお
いても各区の対応や認識の違いが見られ
る､ 学術的根拠はともかく真摯に取り組
んでいる姿勢は評価すべき等の賛否様々
な意見が出されたため､ 協力機関として
本会の名称を掲載することの是非につい
て協議した結果､ 今回は見合わせること
とした｡
４. 第20回中規模県歯科医師会連合会の協
議題回答について (承認)
協議題６､ ７については一部修正のうえ､
開催県である三重県歯科医師会に回答す
ることとした｡
５. 熊本県からの教育研修に係る意見書に
ついて (承認)
熊本県健康福祉部からの意見書に対する
回答について原案通り承認した｡
６. 平成26年度臨時代議員会会務報告につ
いて (承認)
原案通り承認し､ ３月28日開催の臨時
代議員会に議案として上程することとした｡
７. 平成27年度熊本県歯科医師会会計収支
予算書 (案) について (承認)
原案通り承認し､ ３月28日開催の臨時
代議員会に議案として上程することとした｡
８. 平成27年度熊本県歯科医師会積立金収
支予算書 (案) について (承認)

原案通り承認し､ ３月28日開催の臨時代
議員会に議案として上程することとした｡
９. 平成27年度熊本県歯科医師会会費及び
負担金の賦課額､ 賦課率並びにその徴収
方法 (案) について (承認)
原案通り承認し､ ３月28日開催の臨時代
議員会に議案として上程することとした｡
10. 平成27年度熊本国税局管内税務指導者
協議会の開催期日について (承認)
平成27年度熊本国税局管内税務指導者協
議会の日程案について､原案通り承認した｡
11. 会員への障がい (児) 者等のアンケー
ト調査について (承認)
原案について一部修正のうえ承認した｡
12. その他
○定期発送物の発送回数の変更について
(八木常務理事) (承認)
４月より､ 定期発送物の発送回数を月
２回から月１回に､ 発送日を原則毎月
５日に変更することとした｡
また､ ｢熊歯会報｣ については､ ４月
号を休刊し５月に送付することとし､
４月と５月の会報作成については､ 合
併号にするかどうかを早急に検討する
こととした｡

８. 協議事項
１. 地域医療介護総合確保基金による事業
への対応について
在宅歯科診療器材整備事業について､ 会
員申込数と申し込み内容の報告がなされ
た｡ 予算額を大幅に上回る内容だったた
め､ 今回の申請においては､ 診療車を除
くこと､ ポータブルユニット・ポータブ
ルレントゲンを優先することと､ 原則１
診療所あたり１つの器材とすること等を
熊本県と協議することとした｡
在宅歯科医療連携室整備事業については､
在宅歯科診療や本会が進めている医科歯
科連携事業におけるコーディネート業務
に即応できる人材を新たに雇用すること
を視野に入れて取り組むこととした｡

９. 監事講評

10. 閉会：宮坂副会長
(広報 加藤 久雄)
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を必要とする食品の摂取 があり対応として

咽頭内に食べ物を残らないようにする食形態

の変更､ ひと口量の調整､ 食事のペース調整､

追加嚥下､ 複数回嚥下､ 顎ひき嚥下を行う｡

咽頭に残っても危険のないように､ 飲んだ後

に咳払いをするなど詳しく説明された｡

その後､ 有友たかね氏が､ ｢口腔ケアを多

職種連携の合言葉に｣ の演題で､ 摂食嚥下障

害の口腔ケアの話をされた｡ 同じ目的を持っ

て､ 医師､ 歯科医師､ 言語聴覚士､ 看護師､

管理栄養士､ 理学療法士､ 作業療法士､ 歯科

衛生士､ 介護関連職などがそれぞれの職能を

活かし対応していく多職種連携 (チームアプ

ローチ) が重要である｡ 口腔ケア・マネジメ

ントとＰＯＨＣ (専門的口腔ケア) により肺

炎の予防効果がある｡ 歯科衛生士は口腔衛生

管理者として､ 口腔ケア・マネジメントを行

う必要がある｡ など歯科衛生士の立場から話

をされ､ 初日を終了した｡

12月７日は､ 講義の半分を歯科医師､ 歯科

衛生士に分かれて行われた｡ 歯科衛生士の講

義は､ 有友たかね氏が行い､ 口腔ケアの実際

口腔ケア性誤嚥性肺炎といわれないための

テクニック と題して話された｡ ケア前後の

バイタルチェックとして､ 体温､ 酸素飽和度

12月６日(土)､ ７日(日) 熊本歯科衛生士

専門学院２階講義室にて､ 各郡市から代表と

して来られた歯科医師・歯科衛生士に対し､

講師として､ 日本歯科大学教授・口腔リハビ

リテーション多摩クリニック院長 菊谷 武

氏と､ 日本歯科大学口腔リハビリテーション

多摩クリニック歯科衛生士 有友たかね氏を

お招きし､ ｢食べることに問題のある患者に

歯科は何ができるのか ―摂食嚥下障害に対

する診断､ 治療法―｣ の演題にて､ 在宅歯科

医療研修会が行われた｡

12月６日は､ 歯科医師､ 歯科衛生士合同で

講義が行われた｡ まず菊谷氏が､ ｢食べるこ

と 息をすること｣ について誤嚥と食事形態

について講演された｡ 人間は咽頭の下に気道

と食道がほぼ同じ高さで並んでおり､ 普通は

気道が開いており食道は閉じている｡ 飲み込

む一瞬だけ食道が開く｡ １日に約５分間だけ

気道が閉じて食道が開くと話され､ 誤嚥の説

明から始まった｡ ｢本来､ 食べることは人に

とって最も楽しいことであるにも関わらず､

その一口が命がけであったり､ 食べることで精

いっぱいだったりといった場面もある｡｣ と話さ

れ､ Logemannの誤嚥の分類では､ 嚥下前誤

嚥､ 嚥下中誤嚥､ 嚥下後誤嚥に分類され､ 嚥

下前誤嚥と嚥下後誤嚥を主に説明された｡

飲んですぐむせるのは嚥下前誤嚥を疑い､

原因は①嚥下反射惹起の遅延や消失 ②口腔

内に食塊の保持ができない があり対応とし

て､ 口腔咽頭内の食物の動きを調整するとろ

み食の導入や姿勢の調整を行う｡ また嚥下運

動を良くするために嚥下の意識化や嚥下促通

訓練 (アイスマッサージ) を行うと良いと説

明された｡

飲んだ後にしばらくたってからむせるのは

嚥下後誤嚥を疑い､ 原因は①嚥下運動のパワー

不足 ②嚥下可能量を超えた一口量 ③パワー

歯科衛生士の立場から摂食燕下障害の口腔ケアの話をされた｡

������������������������
―第２・３回 在宅歯科医療研修会―

���������� �������
��
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(ＳｐＯ２)､ 脈拍､ 血圧､ 頸部聴診など簡単

な実習も行われた｡ そして嚥下機能評価､ 唾

液の回収方法､ ポジショニング､ 口腔機能訓

練が行われた｡

歯科医師の講義は､ 前日に引き続き､ 菊谷

武氏が行った｡ まず口唇および頬の機能評価

として､ 機能低下時の臨床症状は①咀嚼時の

食べこぼし②流涎③チークバイト④口腔前庭

への食渣停滞などがある｡ 舌の運動障害とし

て､ 構音障害､ 咀嚼障害､ 嚥下障害があり､

舌の委縮や震戦､ 偏位等がある｡ 軟口蓋の運

動障害として､ 鼻咽腔閉鎖不全があり､ 開鼻

声や食物の鼻腔逆流などがある｡ 症状や機能

評価について講義され､ ｢歯科医師は口腔の

異常や変化を見つけてそれを訓練しようとし

てはだめ｡ なぜそうなったかを診断する｡｣

と話された｡ 最後に介護食について話された｡

すりつぶす力 (咀嚼)､ 押しつぶす力 (食塊

形成)､ まとめる力 (食塊形成)､ 送り込む力

(口腔咽頭移送)､ 飲む力 (嚥下) これらの状

態により摂取可能な食形態が決まる｡ 現在病

院や施設によって食形態の名称やとろみの名

称が違い､ 今後コード化されより質の良い介

護食が出てくると話され､ 講演は終了した｡

(センター・介護 青砥 圭吾)

下益城郡歯科医師会の大森正哉会員が

昨年12月15日に満100歳の誕生日をお迎

えになりました｡ 先生は大正３年12月､

下益城郡中央村 (現在の美里町) でお生

まれになり､ 昭和13年に九州歯科大学を

ご卒業になりました｡ その後九州歯科大

学附属病院に勤務されますが､ 同年９月

には戦争で大陸へと出征されました｡ 戦

地より無事帰還されたのち中央村で開業､

昭和33年に現在の松橋町に移転開業され

ました｡ 昭和51年からは下益城郡歯科医

師会会長として会員のため地域のため力

を尽くされました｡

昭和60年にはご子息の大森秀則会員が

福岡歯科大学を卒業後､ 医院に帰られお

二人で診療に当たられました｡ 現在もお

元気で､ 足腰もしっかりしておられ､ 週

３日のデイサービスと趣味の小物作りを

楽しみに暮らしていらっしゃいます｡ 大

森会員の益々の健康長寿を祈念したいと

思います｡

日本歯科医師会ならびに熊本県歯科医

師会よりお祝いをいたしました｡

(渡辺 賢治)

�����������������
(写真は裏表紙にも掲載しています｡)

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

大森正哉会員が昭和30年頃に使われていた歯科用ユニットと技工用机

��
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���������������
―医療管理講演会―

理解することが大事である｡ 周りの人の声や

音が敏感に伝わりやすいことを意識すること

などポイントの説明があった｡ 会話において

は､ 患者さんの能力を問う言い方に注意する｡

たとえば､ ｢分かりましたか？｣ とは決して

言わない ｢何かご不明な点はございませんか？｣

や ｢何かご質問はございませんか？｣ と言う

ようにしましょうなど､ 診療に即したことば

遣いの説明があった｡

⑥魅力的な人材を目指して－患者さんは病

院､ あなたのファンである｡ そのファンを大

事にしようと思い､ 居心地の良い空気感をつ

くっていけるように日頃から努力するように

とのアドバイスがあった｡

⑦患者さんは ｢安心・信頼・清潔感｣＝｢居

心地が良い｣ 病院を求めている｡ そのために

どうすれば良いかを考えてみよう､ サービス

ではなくおもてなしが大事であると述べられ

た｡

マナー講演の受講が初めてであるという受

講者が多く､ 非常に分かりやすい内容で､ さっ

そく診療に活かせる講演であったと思う｡

(総務・厚生・医療管理 池嶋 由希)

12月６日(土) 午後３時より八代医師会館

にて､ マナースタイリスト伊藤けい子講師を

お招きし､ ｢ブラッシュアップマナーセミナー

～今､ 求められる医療スタッフとは～｣ と題

して医療管理講演会が開催された｡ 今回は､

県南の会員､ 歯科医院スタッフを主な受講対

象者とした講演会であった｡ そのため八代歯

科医師会との共催で､ 受講者は61名であった｡

講演は八代歯科医師会鶴田善久理事の司会

のもと､ 始めに牛島隆常務理事より ｢診療に

おいてはスタッフの果たす役割は大きくその

中でマナーは非常に大事である｡ 講演が充実

したものとなるように｣ との開会の挨拶があっ

た｡

講演は､ ①マナーとは何でしょう？という

テーマから始まった｡ マナーとは相手を思い

やり臨機応変に対応することであり､ 相手を

思う心は言葉と行動によって表されるという

説明があり､ 各論に進んだ｡

②第一印象の重要性－やはり第一印象は大

事で､ 第一印象を左右するのは外見の55％で

ある｡ 目線について２人組になり実践を交え､

その大事さを学んだ｡

③自然な笑顔は､ 目の輝きと内面の余裕で

決まり､ 日頃から誠実さの伝わる視線を心が

けよう｡ 穏やかで優しい表情が歯科医院には

必要である｡ 自身の内面を充実させることも

大事であると述べられた｡

④立居振舞を丁寧に､ しなやかに美しく－

ここでは挨拶やお辞儀のポイントを学び実践

を行い､ 姿勢や所作を学んだ｡

⑤美しい言葉遣いは穏やかな環境をつくる－

ここでは電話の応対についての説明があった｡

電話の応対が病院の第一印象を決めることが

多いのでその対応がどれだけ大切であるかを

���������� �� ��������
居心地の良い病院を目指そう

��
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����� �����������������������熊本市歯科医師会

11月15日(土) 午後３時より熊本

県歯科医師会館３階会議室におい

て熊本市歯科医師会の第２回学術

講演会が開催された｡ 講師として

くまもと温石病院の川上剛司氏を

お招きし ｢歯科が関わる摂食嚥下

障害､ 誤嚥性肺炎｣ という演題で､

約60名の参加者の中､ 講演が行わ

れた｡

講演は2015年問題から始まった｡

これから要介護高齢者は確実に増

え､ 歯科外来で診ている高齢者と

要介護高齢者の違いとして通院で

きないこと､ 嚥下障害の有無を挙

げられた｡

厚生労働科学研究 ｢新たな歯科医療需要等の

予測に関する総合的研究｣ によると､ 今後需要

が増えると考えられる分野として高齢者歯科､

今後の10～20年間に組み入れる必要がある領域

として口腔ケア､ 摂食嚥下などが挙げられてい

るとのことで､ これからの歯科医療について問

題提起をされた｡

摂食嚥下障害は脳血管疾患や神経疾患､ 認知

症など要介護状態になる可能性の多い病気の多

くで起こることが示された｡ その解説の中で嚥

下の５期を説明され､ 準備期 (食物を口腔内に

取り込み咀嚼しやすい食塊を形成する時期) の

嚥下障害は歯科治療で改善することを教えて頂

き､ 補綴の例としてＰＡＰ (舌接触補助床) と

ＰＬＰ (軟口蓋拳上装置) について解説された｡

誤嚥性肺炎については顕性誤嚥より不顕性誤嚥

の方が多く､ 誤嚥した食物より細菌や嘔吐物内

の酸により起こることが示され､ 予防として①

口腔内分泌物の病原性の低下､ ②物理的予防

(体位､ 腸管運動能改善など)､ ③免疫能改善

(ワクチン､ 抗菌剤長期投与など)､ ④咳反射・

嚥下機能改善などを挙げ､ 歯科では①と④で貢

献できると説明された｡

今後必要になってくる口腔ケアについては器

質的口腔ケアと機能的口腔ケアの解説があり､

まずは清潔にする必要から器質的口腔ケアが重

要であり､ その際大切なのが細菌を誤嚥させな

いことであると強く説明された｡

最後に訪問歯科に興味のある先生方で行われ

ている勉強会があり､ 摂食嚥下障害に興味のあ

る先生が増えることにより､ 歯科ができること

はもっとあるはず､ とのお言葉で講演会は閉会

した｡

(山口 英司)

―第２回学術講演会―

約60名が参加した

準備期の嚥下障害は歯科治療で改善

郡市会報告

��
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����� ―親睦旅行―

���������天草郡市歯科医師会

11月29日(土)､ 30日(日) に２年に１回の会

員親睦旅行が行われた｡ 今回は阿蘇内牧温泉の

湯巡追荘に宿泊し､ 会員12名の参加であった｡

昼頃に車３台で乗り合わせ､ 天草を出発し､ ４

時過ぎには到着した｡ 早速温泉で旅の疲れを癒

し､ 夕食はバイキング料理に舌鼓を打ち､ お酒

も沢山進み､ 楽しい時間を過ごした｡ その後は

温泉卓球で白熱し､ 再び部屋飲みにて､ 楽しく

雑談し､ 最後まで飲んでいた会員は３時位まで

起きておられた｡ 翌日は､ 大観峰に日の出を何

人かで見に行き､ その美しさに感動した｡ 旅館

を出発し､ 猿回し劇場､ 阿蘇ファームランドに

て楽しい時間を過ごし､ 昼は囲炉裏料理で赤牛､

地鶏等を頂き大変美味しかった｡ 最後は風の丘

美術館に行った｡ ここは不慮の事故で両腕を失っ

た大野勝彦さんという方の作品が多数展示され

ており､ その魂の込った言葉､ 絵に只々感動し

た｡ 帰りは生憎の大雨であったが､ 会員の親睦

を深めることができ､ 大変楽しく有意義な２日

間であった｡

(松原 崇士)

皆リラックスして頬がゆるむ

―臨時総会―

���������������宇土郡市歯科医師会

12月５日(金) 午後７時30分より宇土市新小

路の日本料理店 ｢三万石｣ にて､ 県歯より八木

常務理事の出席のもと宇土郡市臨時総会が開催

された｡ まずはじめに中村会長より､ 来年１月

より始まる小中学校フッ化物洗口事業に際して

の保護者説明会が滞りなく進行していることな

どの報告と挨拶があった｡ 次に､ 報告事項とし

て県歯社保委員会田中委員より来年度に迫った

電子レセプト請求への準備の進行具合について

の確認と保健所の立ち入り検査が４年から８年

に１度へ変更されること等が挙げられた｡ その

後議事に移り､ ①役員任期 (定款変更) に関す

る件､ ②現役員の任期延長に関する件､ につい

てそれぞれ６月末までとすることで採決により

承認可決された｡ 最後に協議として､ 今後の総

会の時期について役員任期に合わせて年二回行

うべきかどうか今後も協議していく必要がある

と結論に至り､ 臨時総会は終了した｡

隣の会場へ席を移し､ 懇親会及び忘年会が開

かれた｡ 今回は､ 元松宇土市長をお招きして､

今後の宇土市と地域歯科医療との連携のあり方

などについて大きな垣根をなくし､ お酒を酌み

交わしながらお互いの率直な意見交換がなされ

有意義な時間を過ごし､ 一年の締めくくりとなっ

た｡ (坂口 泰子)

今年も皆で地域貢献！

��
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����� ����������上益城郡歯科医師会

12月20(土)､ 21(日) の一泊二日

の日程で､ 上益城郡歯科医師会の

忘年会兼臨時総会が､ 総勢21名の

参加のもと行われた｡

午後２時､ 嘉島町の玉置歯科医

院駐車場に集合｡ マイカーから貸

し切りバスに乗り換え､ 熊本を出

発｡ 前日までの真冬のような冷え

込みも和らぎ､ うってつけの旅行

日和となった｡ 一行を乗せたバス

の中では､ 早速､ 臨時総会が始まっ

た｡ 江藤寛文会員の議長選出に続

き､ 玉置会長から挨拶があった｡

引き続き､ 玉置会長､ 清村専務､

各委員から会務報告があり､ 協議

事項が話し合われた｡ また､ この旅行に､ 新た

に２名の新入会員の参加があった｡ 御船町で新

規開業された太田宜彦会員と親子会員の江藤崇

文会員である｡ ガイドさんのマイクを片手に､

自己紹介をして頂き､ 今年は計４名の新入会員

を迎えた｡ 車中での臨時総会は､ １時間程で､

閉会となった｡ 総会後は､ 途中にて買い込んだ

アルコールで､ 喉をうるおし､ 親睦を深めた｡

途中､ 数回の緊急休憩 (トイレ休憩) をはさみ､

午後５時過ぎには､ 湯けむりの別府に到着｡ 別

府湾を望む宿泊ホテルの大浴場で､ 一同､ 別府

の温泉で心身ともにリフレッシュ｡ 引き続き､

ホテル近くの割烹平家に場所を移し､ 太田新入

会員の乾杯にて､ 忘年会はスタートした｡ 豊後

ふぐのフルコースに舌鼓を打ち､ ひれ酒を堪能

しながら､ 和気あいあい､ 笑顔と笑いの絶えな

い忘年会となった｡ 大分県在住の玉置会長のご

友人の紹介にて､ ２次会､ ３次会､ ……に案内

して頂いた｡ 人の温かみにふれ､ 感謝の言葉し

か出てこなかった｡

翌日は､ 午前９時にホテルを出発｡ バスは､

別府から臼杵の国宝臼杵石仏見学の為､ 南下し

た｡ 車中はバスガイドさんの美声と心地よい揺

れが子守歌替わりとなり､ 先日とは一転､ 沈黙

となった｡

臼杵石仏のパワーであろうか？約30分の見学

をしていくうちに､ 皆､ 元気を取り戻した｡ 数

百年前の大地震にて､ 頭部のみの姿となった古

園石仏中尊の大日如来像が､ 昭和55年から14年

間に及ぶ保存修復工事のすえ､ 胴体と一体となっ

ていた｡ 首がつながった､ ということで､ リス

トラ予防の代名詞となっているということであっ

た｡ 会員の多数が手を合わせ､ 願かけの線香を

あげていた｡ 一行を乗せたバスは､ 右手に白い

波で覆われた臼杵湾を眺めながら､ 豊後水道の

海流の速さを感じつつ､ 佐賀関へむかって北上｡

目的はもちろん､ 本場の関アジ・関サバ｡ 常識

外れの大きさの関アジに驚き､ プリプリさに２

度驚いた､ 旨かった｡ 午後１時､ 自由で解放感

たっぷりの全ての日程を終了｡ バスは､ 大分自

動車道・九州自動車道を経由し､ フーテンの寅

さんのＤＶＤを鑑賞しながら､ 玉置歯科医院駐

車場を目指した｡

１泊２日の上益城郡歯科医師会の忘年会兼臨

時総会ｉｎ別府は､ 笑顔と笑いで無事終了した｡

(工藤 智明)

―忘年会兼臨時総会―

修復後の大日如来像の前にて､ 集合写真

��
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����� ��������� ���� ���玉名郡市歯科医師会

１月４日(日) 午前10時から玉東町成人式が
開催され同日に20歳の歯科健診が実施された｡
今回で４回目となるが次第に準備・進行が慣れ､
健診がスムーズに実施されたように感じた｡ 玉
東町は､ むし歯予防対策として平成７年より二
つの保育園で､ 平成19年度より小中学校でフッ
化物洗口事業を実施してる｡ この玉東町成人式
歯科健診はフッ化物洗口を保育園から実施した
子供たちが成人を迎える時期にむし歯予防対策
の長期評価を知るため実施されるものである｡
健診には杉尾会員､ 福地会員､ 安田会員､ 私が
出務した｡
九看大口腔保健学科の学生､ 歯科衛生士会､
保健士､ 有明保健所の多くの皆さんの協力を得
て無事に終了した｡ 対象者の成人者は､ ほぼ10
0％の60数名が受診希望した｡ 晴れ着姿の女性
も何の抵抗もなく口を大きく開けて受診してい
た｡ もし化粧が崩れても隣に化粧直しの美容部
員が待機してるから全く心配はなかった｡
確かにむし歯の数は少なく､ フッ素の効果を

―玉東町成人式歯科健診―

知る健診だったが歯並びや親知らず､ ブラッシ
ングの問題が生じてる気がした｡
この玉東町成人式歯科健診が５年､ 10年と続
き､ ますます口からの健康増進を期待して無事
終了した｡
＊健診記事は１月５日(月) 熊日朝刊にも掲載｡

(春野 惟一)

晴れ着姿の女性も口を大きく開けて健診

―新年会―

����������八代歯科医師会

１月10日(土) 午後５時より､ セレクトロイ
ヤル八代に於いて恒例の新年会が開催された｡
新年会に先立ち臨時総会が行われ､ 議案である
役員等選挙規則改正について木屋理事より説明
があった｡ その後､ 上元議長､ 水上副議長の進
行のもと､ 議案は全員一致で承認可決されて臨
時総会は終了した｡ 引き続き新年会の開催が宣
言され､ 木原厚生担当理事より開会の挨拶､ 次
に中川会長より１年の始まりを皆で楽しく過ご
そうと新年の挨拶があった｡ また､ この会には
来賓として県歯より浦田会長が出席され､ 新年
の挨拶と現在の県歯の取り組み､ 病診連携や在
宅支援の事についての説明があった｡ 続いて最
近開業され､ 八代に入会された西坂文会員の紹
介があり､ 御本人から自己紹介と､ よろしくお
願いしますとの言葉に会場は暖かい拍手に包ま
れた｡ そして乾杯に移り上三垣会員の音頭で宴
会に突入した｡ １時間ほど歓談したところで､
我々の１年間の足跡をスライドショー形式で見

ていく好評の企画､ ｢八代歯科医師会2014｣ の
上映が行われた｡ そしていよいよお待ちかねの
お楽しみ抽選会が厚生委員高野会員の進行で始
まった｡ 豪華景品の番号が発表されるたびに会
場のあちこちから溜息混じりの声が聞かれ､ 大
きな拍手で会場は盛り上がった｡ 楽しい時間は
あっという間に過ぎ､ 上田忠会員の万歳三唱､
高田常務理事の閉会の辞で盛会のうちに幕を閉
じた｡ (岩崎 晃司)

左から川上会員､ 上元議長､ 中川会長､ 今年もよろしくお願いします｡

��
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平成27年２月16日
選挙権者 各位
被選挙権者 各位

熊本県歯科医師会
会長 浦田 健二

会長予備選挙の公示

役員の任期満了に伴い､ 平成27年６月20日から平成29年６月開催の定時代議員会終結時までの
理事を選任するには､ 選任後の理事会において代表理事となるべき会長候補者を会員の意思で予
め決定しなければならない｡
このため､ 会長予備選挙規則第10条により会長予備選挙を次の通り公示する｡

１. 定数 会長候補者 １名
２. 選挙権者又は被選挙権者となる資格

選挙権者となる資格 平成27年１月13日 (火) までに正会員となった者
被選挙権者となる資格 選挙日において正会員として２年以上在籍した者

３. 届出に必要な書類
会長予備選挙規則､ 会長予備選挙及び役員等選挙実施要領に規定する書類が必要｡

４. 選挙の方法
正会員による選挙として､ 会長予備選挙規則､ 会長予備選挙及び役員等選挙実施要領に基づ
き行う｡� 届出用紙の配布
①配布期間 自 平成27年２月９日(月)

至 平成27年２月19日(木)
※ただし､ 土日祭日は除く｡

②配布時間 午前８時30分から午後５時まで
③配布場所 熊本県歯科医師会館� 立候補の届出
①届出期間 自 平成27年２月20日(金)

至 平成27年２月27日(金)
※ただし､ 土日祭日は除く｡

②届出時間 午前８時30分から午後５時まで
③届出先 選挙管理委員会� 投票の期日及び方法
本会所定投票用紙による郵便投票
・投票用紙発送日 平成27年３月３日(火)
・投票締切 平成27年３月14日(土) 午後２時到着分まで
※立候補届出期間の終了日時である平成27年２月27日(金) 午後５時を過ぎた時点におい
て､ 候補者が定数 (１名) のときは､ 郵便投票は行わない｡� 立候補者の辞退期限

平成27年３月４日 (水) 午後５時まで� 開票
・日時 平成27年３月14日(土) 午後３時から

※ただし状況により開票の時間は若干前後することがある｡
・場所 熊本県歯科医師会館� 開票立会い
各候補者が届出した開票立会人による｡� 当選者
会長予備選挙の当選者は､ 有効投票の多数を得た候補者とする｡ なお､ 候補者が定数 (１
名) のときは郵便投票を行わないで､ その候補者を当選とする｡

��
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平成26年度臨時代議員会 開催のお知らせ

下記の通り平成26年度臨時代議員会を開催しますのでお知らせいたします｡
記

日時：平成27年３月28日(土) 午後３時～
会場：熊本県歯科医師会館 ４階ホール

[ 議 事 ]
第１号議案 平成26年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書(案)の承認を

求める件
第２号議案 平成27年度熊本県歯科医師会事業計画(案)の承認を求める件
第３号議案 平成27年度熊本県歯科医師会会費及び負担金の賦課額､ 賦課率

並びにその徴収方法(案)の承認を求める件
第４号議案 平成27年度熊本県歯科医師会会計収支予算書(案)の承認を求め

る件
第５号議案 一般社団法人熊本県歯科医師会定款並びに諸規則及び学則の一

部改正(案)の承認を求める件

[ 協 議 ]
１ 時局対策について
２ その他

※代議員会は公開となっています｡ 傍聴を希望される場合は､
会議場後方に席を用意してありますので､ ご来場下さい｡

本会の会務運営・事業計画・予算等の報告並びに会員の皆様のご意見をお
聞きするために標記集会を開催しますのでお知らせいたします｡

記
日時：平成27年３月28日(土) 午後５時開催予定(臨時代議員会終了後)
会場：熊本県歯科医師会館 ４階ホール

平成26年度会員懇談会 開催のお知らせ

��
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謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

石浦 節子 先生
平成27年１月１日 ご逝去 88歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和40年４月７日
加藤 理恵 先生
平成27年１月16日 ご逝去 57歳�郡 市 名：菊池郡市�入会年月日：平成２年４月24日

第第３３種種会会員員
山田 謙介
(ヤマダ ケンスケ)

天草市東浜町13-16

中嶋歯科医院

河野 孝則
(カワノ タカノリ)

上益城郡嘉島町下六嘉1878-3

ひがし歯科医院

岩本 將嗣 先生
平成27年１月24日 ご逝去 55歳�郡 市 名：上益城郡�入会年月日：平成19年４月23日

��
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会 務 報 告 自 平成26年12月19日
至 平成27年１月25日

所管 日付 摘要 出席

総 務

12月20日 朝日大学歯学部同窓会県支部還暦祝い並びに忘年会 (熊本市) 浦田会長､ 小島副会長

21日 第60回三師会親善剣道大会・懇親会 (熊本テルサ) 浦田会長

24日 上田忠会員 (八代) 叙勲伝達式 浦田会長

24日

第19回理事会
【承認事項】 (１) 新入会員の承認 (２) 会員の郡市間異動の承認

(３) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼 ほか
【議 題】 (１) 在宅歯科診療器材整備事業に係る会員への案内文書

(２) 定款並びに諸規則及び学則の一部改正 (案)
(３) 平成26年度臨時代議員会の議事 ほか

【協議事項】 (１) 九地連協議会の提出協議題
(２) 平成26年度中規模県歯科医師会連合会の提出協議題
(３) 歯槽骨骨密度解析

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

25日
第１回県へき地保健医療対策に関する協議会 (熊本テルサ) 井上理事

熊本地裁・簡易裁判所調停委員勉強会 (熊本地方裁判所) 前野会員

26日 仕事納め式 浦田会長､ 渡辺専務理事

27日
事務局仕事納め

月次監査
11月末現況

久々山・西野監事

29日 事務局年末・年始休暇 (至１月３日)

１月５日

仕事始め式 浦田会長､ 渡辺専務理事

事務局仕事始め

新年挨拶廻り (県庁､ 自民党県連､ 熊本市役所)
浦田会長､ 小島副会長､ 八木常務理
事､ 澤田事務局長

６日
第36回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 熊本市医療費助成制度に係る協定書
(３) 国保連合会からの保険者間調整に係る委任 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

７日
県医療・保健・福祉団体協議会臨時理事会 (県医師会館) 浦田会長

県医療・保健・福祉連携学会第４回企画委員会 (県医師会館) 小島副会長

８日
新財政支援制度 (基金) 打合せ会
(１) がん患者医科歯科病診連携事業 ほか

宮坂副会長､ 牛島常務理事

９日 熊本市歯会中央支部新年会 (ホテル日航熊本) 浦田会長､ 渡辺専務理事

10日
九州各県専務理事会 (長崎県歯会館) 渡辺専務理事

八代歯会新年会 (セレクトロイヤル八代) 浦田会長

13日 県社会福祉審議会 (県庁) 小島副会長

14日
会計打合せ
Ｈ26度補正予算､ Ｈ27年度予算打合せ

八木常務理事

15日
熊本民事調停協会新年会 (KKRホテル熊本) 前野会員

新財政支援制度 (基金) 打合せ会
(１) がん患者医科歯科病診連携事業 ほか

牛島常務理事

16日
第３回県地域医療情報ネットワーク協議会 (県医師会館) 宮坂副会長

県歯剣道部九地連剣道大会団体戦優勝祝賀会 (熊本市)
浦田会長､ 渡辺専務理事､ 牛島常務
理事

17日

山鹿市歯会新年会 (山鹿温泉旅館 ｢寿三｣) 宮坂副会長

熊本市歯会新年懇親パーティー (ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ) 渡辺専務理事､ 澤田事務局長

菊池郡市歯会新年会 (ホテル日航熊本) 小島副会長

19日

次期日歯会長予備選挙立候補者演説会 浦田会長､ 小島副会長

熊本地裁新任司法委員研修会 (熊本地方裁判所) 前野会員

8020支援事業・糖尿病歯周病医療連携検討会 (人吉・球磨地区) (人吉市) 田上常務理事

20日

故林正之会員 (熊本市) 死亡叙位伝達式 浦田会長

第37回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 平成26年度臨時代議員会会務報告
(３) 平成27年度熊本県歯科医師会会計収支予算書 (案) ほか

浦田会長他田上常務理事を除く常務
理事以上全役員

21日 国保診療報酬審査委員会新年会 (ホテル日航熊本) 浦田会長

22日 玉名郡市歯会新年会 (司ロイヤルホテル) 渡辺専務理事

23日 8020支援事業・糖尿病歯周病医療連携検討会 (宇土地区) (宇土市) 田上常務理事

24日

第２回各郡市会長・専務理事連絡会議
(１) 社会歯科学研究会冬期研修会への参加
(２) 在宅歯科医療推進・介護者歯科実技研修・障がい児 (者) 口腔ケア地域リーダー育成事業
(３) 会議出席・出張等の日当の見直し ほか

浦田会長､ 小島・宮坂副会長､ 渡辺
専務理事､ 田上・八木・牛島常務理
事､ 大林・松本理事

県議会議員との新年会 (熊本市)
小島・中嶋・宮坂副会長､ 八木・牛
島常務理事､ 大林・加藤理事､ 澤田
事務局長

学 術

12月19日
学術委員会
(１) ペーパーレス化 (２) 県歯科医学大会

井上理事､ 堀川委員長他全委員

１月16日
学術委員会
(１) 社会歯科学研究会冬期研修会出務者確認 (２) 第19回県歯科医学大会
(３) Ｈ27年度事業

井上理事､ 堀川委員長他３名

��
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所管 日付 摘要 出席

社会保険

12月27日

社会保険個別相談会
相談者：１名

桐野副委員長他２委員

社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者・個別相談会日程
(３) 次回点数改正説明会の日時・場所

田中・椿理事､ 清水委員長他13委員

１月５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：０名

田中理事

13日
社会保険個別相談会 (御船町)
相談者：１名

隈井・野田委員

15日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 渡辺・井口・隈井委員

24日

社会保険個別相談会
相談者：２名

田中理事､ 桐野副委員長他３委員

社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者・個別相談会日程
(３) 次年度個別指導対策社保説明会日程

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長他11委員

地域保健
12月27日

地域保健委員会
(１) スモールチェンジ生活歯援プログラム
(２) ＢＰ製剤投与に関する医科・薬科・歯科連携事業

田上常務理事他全委員

１月21日 都道府県地域保健・産業保健・介護保険担当理事連絡協議会 (日歯会館) 田上常務理事

広 報

12月22日
広報委員会
(１) 会報１月号・第１回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他４委員

25日
広報小委員会
(１) 会報１月号・第２回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他１委員

１月８日
テレメッセ打合せ
(１) １月29日 (木) 放送分

加藤理事

16日
広報委員会
(１) 会報２月号・編集

加藤理事他４委員

21日
テレメッセ打合せ
(１) １月29日 (木) 放送分

加藤理事

23日
広報小委員会
(１) 会報２月号・第１回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

学校歯科

１月15日 県ＰＴＡ共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

16日 県学校保健会合同研修会 (くまもと森都心プラザホール) 浦田会長､ 大林理事

20日
歯及び口腔の健康づくり指導 (菊池市役所)
菊池小中学校フッ化物洗口検討会

城会員

医療対策

12月19日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 委員提出協議題 (３) 理事報告

冨屋理事､ 岡田委員長他全委員

１月14日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 27年度医療対策講演会
(３) 熊大歯科口腔外科連絡協議会 ほか

冨屋理事他全委員

21日
医療対策小委員会
(１) 26年４月～10月までの事例分析 (２) 会員からの相談対応

冨屋理事､ 岡田委員長､ 永松副委員
長

センター･介護

12月19日
九州・山口口腔ケアシンポジウム打合せ
(１) タイムスケジュール (２) 抄録の確認

宮坂副会長､ 渡辺専務理事､ 八木・
牛島常務理事､ 松本理事

20日

第１回 ｢在宅歯科診療における他職種との連携｣ 研修会
講師：麻生リハビリテーション大学校 理学療法士 河元岩男先生・言語聴覚士 星子隆
裕先生
受講者：108名

宮坂副会長､ 渡辺専務理事､ 田上常
務理事､ 松本理事他４委員

27日 センターカルテ・会計チェック 松岡センター長

１月９日
九州・山口口腔ケアシンポジウム打合せ
(１) スライド確認

宮坂副会長､ 松本理事､ 平井委員長

10日 障がい者施設健診事前打ち合わせ (指定障害者支援施設さくら学園) 平井委員長

14日 県老人クラブ連合会 ｢健康づくり推進員｣ フォローアップ研修会 (県総合福祉センター) 宮坂副会長

17日 九州・山口口腔ケアシンポジウム事前準備
渡辺専務理事､ 八木・牛島常務理事､
松本理事､ 中島健会員､ 中村加代子
歯科衛生士

18日
九州・山口口腔ケアシンポジウムin熊本
｢摂食・嚥下に関わる口腔ケアをめざして｣ 参加者：378名

小島・宮坂副会長､ 渡辺専務理事､
田上・八木・牛島常務理事､ 松本理
事他20名

22日
在宅ネットワーク懇話会
昭和薬品との打ち合わせ

小島・宮坂副会長､ 松本理事

総務・厚生・
医療管理

12月20日 がん連携運営研修会 (阿蘇医療センター) 牛島常務理事

22日 医療法人社団鶴友会2014忘年会 (ホテルニューオータニ熊本) 牛島常務理事

１月13日
熊本院内感染対策研究会冬季世話人会・県感染管理ネットワーク運営委員代表者会議 (熊
本大学医学部附属病院)

牛島常務理事

23日 がん診療・緩和ケア連携研修会 (熊本市・鶴田病院) 牛島常務理事

学 院

１月13日 第３回学院役職員会 伊藤学院長他２名

14日 学院会計予算打合せ 八木常務理事

15日 学院会計予算打合せ 伊藤学院長､ 八木常務理事

16日 県歯科衛生士会との打合せ 伊藤学院長

19日 第３回学院運営審議会 浦田会長､ 伊藤学院長他８名

国保組合
１月17日

九歯連役員会 (レンブラントホテル大分) 浦田理事長

九歯連協議会 (レンブラントホテル大分)
浦田理事長､ 上野副理事長､ 桑田常
務理事他職員２名

18日 九州各県国保事務担当者連絡会 (レンブラントホテル大分) 田代課長補佐､ 塩山係長
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